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表
千
家
同
門
会
札
幌
支
部
支
部
長

佐
藤

俊
夫

日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
チ
ェ
コ
の
作
家
カ
レ

ル

・
チ
ャ
ペ
ツ
ク
が
Ｓ
Ｆ
の
世
界
で

「
ロ
ボ

ッ
ト
」

と
い
う
言
葉
を
作
り
出
し
て
か
ら
ま
だ
百
年
、
し

か
し
、
既
に
時
代
は
Ａ
Ｉ
ロ
ボ

ッ
ト
の
時
代
で
す
。

し
か
も
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
生
産
や
危
険

作
業
を
こ
な
し
て
く
れ
る
だ
け
で
な
く
、
人
が
鳶

を
通
わ
せ
る
ペ
ッ
ト
に
ま
で
進
化
し
、
実
際
そ
れ

に
よ

っ
て
趙
の
癒
し
を
得
て
い
る
人
々
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
ん
に
ち
Ａ
Ｉ
と
い
う
言
葉
を
目
に
し
な
い
日

は
あ
り
ま
せ
ん
。
典
型
的
な
昭
和
レ
ト
ロ
世
代
に

は
既
に
異
次
元
の
存
在
で
あ
る

″Ｚ
世
代
″
に
続
い

て
、
今
は
さ
ら
に
″
α
世
代
″
の
時
代
と
か
で
、
私
な

ど
に
と
っ
て
は
こ
れ
ま
で
ど
こ
か
胡
散
臭

い
（？
）

存
在
で
あ
っ
た
Ａ
Ｉ
な
る
も
の
も
、
彼
等
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
隣
人
的
な
存
在
で
あ
る
そ
う
で
す
。

確
か
に
、
ネ

ッ
ト
上
で
何
か
を
調
べ
よ
う
と
す

る
と
挺
ず

「
Ａ
Ｉ
に
聞

い
て
み
よ
う
」
が
登
場
し
、

そ
れ
は
ま
こ
と
に
要
領
よ
く
、
的
確
に
問
題
に
対

Ａ
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

今
ま
で
私
た
ち
は
学
校
で
、
紙
に
数
字
を
書

い

て
計
算
し
、
作
文
し
、
辞
書
を
調
べ
、
人
名
や
地

名
を
暗
記
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
試
験
問
題
の

解
決
に
四
苦
八
苦
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
Ａ
Ｉ

が

一
瞬
に
し
て
個

々
の
情
報
だ
け
で
な
く
、
捲
要

な
解
決
方
法
や
さ
ら
に
そ
の
先
の
問
題
ま
で
示
し

て
く
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
か
ら
そ
ん
な
勉
強
を
続

け
る
雖
要
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
私
た

ち
に
と
っ
て
、
「覚
え
る
」
「迷
う
」
「試
行
錯
誤
す
る
」

な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
当
た
り
前
の
行
動
で
し
た
。

し
か
し
Ａ
Ｉ
時
代
と
な

っ
た
今
、
そ
れ
が
改
め
て

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
に
任
せ
て
お
け
る
の
で
あ

れ
ば
、
Ａ
Ｉ
の
ほ
う
が
か
え
つ
て
的
確
な
働
き
を
し

て
く
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
は
最
大
限
に
そ
の
恩

患
に
浴
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
開
発
し

た
の
は
人
な
の
だ
か
ら
。

お
茶
の
世
界
に
こ
れ
が
出
現
し
た
ら
、
私
た
ち

は
ど
う
思
う
で
し
ょ
う
か
。
ペ
ッ
ト
代
わ
り
の
ロ

ボ

ッ
ト
が
現
実
に
人
の
鳶
を
癒
し
て
く
れ
る
な
ら

ば
、
Ａ
Ｉ
ロ
ボ

ツ
ト
が
亭
主
を
努
め
て
く
れ
る
茶
会

も
考
え
ら
れ
な
い
世
界
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

ま
で
行
か
な
く
て
も
、
例
え
ば
観
光
客
に
お
茶
を

ふ
る
ま
う
和
服
姿
の
Ａ
Ｉ
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
、
い
つ

登
場
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
私
に
は
思
え
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
お
茶
を
ふ
る
ま
う
、
い
た
だ
く
、

あ
る
い
は
お
稽
古
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ

う
な
営
み
な
の
か
、
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
改
め
て
問
い
か
け
て
み
る
価
値
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
中
に
、
上
の
問
い
に
対

す
る
考
え
方
も
導
か
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
（少
々
突
飛
な
話
題
で
し
た
が
）
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第 6号 札 幌 支部 だより 今和 8年 2月 25日 (2)

支

部

功

労

者

紹

介

長
き
に
わ
た
り
札
幌
支
都

へ
ご
尽
力

い
た

だ

い
た
会
員

の
中
よ
り
、
今
年
度
支
部
功
労

者
と
し
て
次

の
方

々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

○
支
部
特
別
功
労
賞

中
野
　
朋
美
様

（
写
真
右
）

平
成

八
年
よ
り

二

十
六
年
ま
で

の
六
期

に
わ
た
り
幹
事
補
佐

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

石
田
　
弥
生
様

（
写
真
左
）

平
成

二
十
年
よ
り

谷
和
元
年
ま
で

の
四

期

に
わ
た
り
幹
事
補

佐
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
支
部
功
労
賞

斉
藤
　
美
智
様

平
成

二
十
六
年

よ

り

幹
事

を

二
期
、
札
幌
市

清

田
区

に
お

い
て
、
文

化
団
体
協
議
会

の
活
動

と
し

て
呈
茶
を
実
施

さ

れ
て
い
ま
す
。

鍵
寿
表
彰
者
紹
介

．ユ
堵
争

佐
藤
川
原
中
垣
森

田
池
田
小
川
杉
田
加
茂

俊
夫
様

和
子
様

マ
サ
子
様

美
枝
子
様

洋
子
様

か
つ
子
様

節
子
様

好
患
様

紫
藤
　
正
行
様

佐
々
木
　
和
美
様

山
田
　
京
子
様

小
林
　
厚
子
様

新
谷
　
由
美
様

藤
田
　
優
美
子
様

黒
浮
　
慶
子
様

今
和
九
年
度

鍵
寿
表
彰
に
つ
い
て

鍵
寿
表
彰
は
申
し
出
制
で
す
。
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
ご
本
人
が
直
接
本
部
事
務
局
ま
で
申
請
書

を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

該

当

者

昭
和

二
十
六
年
の
お
生
ま
れ
で
、
一一
十
年
以
上

同
門
会
に
在
籍

（
平
成
十
九
年
以
前
に
大
会
）

の
方
は
、
京
都
に
て
執
り
行
わ
れ
る
ゼ
比
寿
お
祝

い
の
会
」
で
表
彰
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

当
日
参
加
が
か
な
わ
な
い
方
は
、
支
部
総
会
で

表
彰
さ
れ
ま
す
。
昭
和

二
十
五
年
以
前
の
お
生

ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年
以
上
在

籍

（
平
成
十
九
年
以
前
に
入
会
）
の
方
は
支
部

総
会
の
席
上
で
、
鍵
寿
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

申
請
書
は
秋
頃
、
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す
。

申
込
期
限

今
和
八
年
十

二
月
末
日
迄

艤
Ｎ
年
和
七
年
度
事
業
報
告

「春

の
茶
会
」

今
和
七
年
四
月
十
二
日

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

「第
六
十
七
日

さ
っ
ぱ
ろ
ラ
イ
ラ
ッ
ク
ま
つ
り
協
賛
釜
」

今
和
七
年
五
月
十
七
日
・
十
八
日

鞠
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「北
海
道
神
宮
祭

協
賛
釜
」

今
和
七
年
六
月
十
四
日

「北
海
道
神
宮

献
茶
式
」

今
和
七
年
六
月
二
十
八
日

北
海
道
神
宮

「第
五
十
四
回
文
回
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛
釜
」

今
和
七
年
八
月
十
日

札
幌
文
化
芸
術
交
流
セ
ン
タ
ー

「第
十
とハロ
市
民
講
座
」

今
和
七
年
八
月
十
七
日

か
で
る
２

・
７
ア
ス
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

講
師

大
西

清
右
衛
門
氏

「
教

授

者

講

習

会

」

今
和
七
年
九
月
十
八
日

京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

停

為
鶴
＼
れ

「秋
の
茶
会
」

今
和
七
年
十
月
十
九
日

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

「資
格
者
講
習
会
」

今
和
七
年
十
一
月
八
日
京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

「支
部
総
会

・
一
般
講
習
会
」

今
和
七
年
十

一
月
九
日

京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

「初
釜
」

今
和
八
年

一
月
二
十
五
日

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌

と

“
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第 6号 札 幌 支部 だより 谷不口8年 2月 25日  (4)

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
行
事
予
定
表
に
つ
い
て

行
事
予
定
表
は
、
支
部
だ
よ
り
と
共
に
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
お
手
元
に
て
、
保
存
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
茶
会
申
込
方
法
の
継
続
に
つ
い
て

ハ
ガ
キ
に
、
参
加
希
望
の
茶
会
名
、
茶
券
の
枚
数
、
希

望
時
間
を
記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

茶
会
は

一
席

四
〇
名
程
度
に
設
定
し
、
席
入
り
の
時

間
を
指
定
す
る
こ
と
で
、
待
合
の
混
雑
を
回
避
す
る
ス

タ
イ
ル
で
の
開
催
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
申
込
を
も

と
に
事
務
所
に
て
席
入
り
の
時
間
を
調
整
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
払
込
用
紙
と
共
に
時
間
を
指
定
し
た
茶

券
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
の
受
付
期
間
は
行
事
予
定
表
に
明
記
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ぉ
】確
認
く
だ
さ
い
。
次
回
の
申
込
用
の

新
し
い
ハ
ガ
キ
は
茶
会
受
付
に
て
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

◇
茶
券
代
に
つ
い
て

茶
会
開
催
に
係
る
経
費
の
高
騰
が
続

い
て
お
り
ま

す
。
経
費
の
見
直
し
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
が
、
多

少
の
値
上
が
り
の
可
能
性
が
ご
ざ

い
ま
す
。
何
卒
ご

了
承
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
市
民
講
座
の
開
催
に
つ
い
て

「市
民
講
座
」
開
催
会
場
で
あ
る

「
か
で
る
２

・
７

ア
ス
ビ
ツ
ク
ホ
ー
ル
」
が
改
修
工
事
に
入
り
、
再
開

は
今
和
十
年
か
ら
と
な
り
ま
す
。
再
開
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
「支
部
だ
よ
り
」
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

島
百

の

他
葎

　

■
一

ゼ

機

惨
Ｊ

　

螺
藝

手

一

学

心

各
行
事
に
て
、
支
部
だ
よ
り
担
当
広
報
班
が
茶
会

席
主
の
許
可
を
得
て
写
真
撮
影
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

事
務
局
関
係
者
以
外
の
写
真
撮
影
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

⌒

円

等
観

日 R6決算
般 交 付 金 3,3C,7,000

講 習 会 交 付 金 2,645,000
夢【 会  収  入 4,512,C700

研 修 会 収 入 454,000
補 助 金 収 入 70,000
差 カロ |,251,(760

冴J 金 6(70,000

支 部 積 立 資 産 2,(743,0(76

取 |,882

1取利息 (講習会分) 3(70

前   払   金 5,500
収 入 合 計 15,971,728
茶   会   費 3.85C'.018

茶道文化研 究費 (704,083

謝 金 300,701
支 部 総 会 費 |,212,310

教授者講 習会費 |,173,354

資格者講習会費 |,462,81(7

事
　
業
　
費

′」ヽ 計 8,912,285
会   議   費 465,482
旅 費 交 通 費 747,080
通  信  費 125,805
消 耗 品 費 10(7,66(7

事 務 所 費 50,452
リ ス  料 105,600
地 代 家 賃 |,380,000

保   険   料 18,(7(70

諸  会  費 20,000
渉  外  黄 37,000
茶 道 普 及 費 6,600
雑 賣 5,462

支

部

事

業

費

支部事業費小計 3,072,140
（
日 払    金 137,400
支 部 積 立 資 産 2,744,497

14,866,322
差    号 I.105,406

＝
肝
一
一
≡
■
部
よ
り
鱒

今
和
七
年
度
は
北
海

道
開
拓
の
村
に
て
開
拓

の
村
茶
会
を
行

い
ま
し

た
。
部
員
の
減
少
を
危
惧

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
曽

様

の
お
か
げ
で
新
人
部

員
が
増
え
、
一
安

鳶
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
支
部
事
務
長
及
び
青
年
部
員
の
先

生
方
を
お
招
き
し
青
年
部
総
会
を
行
い
ま

し
た
。
活
動

の

一
端
と
し
て
、
先
生
方
に

一

服
差
し
上
げ
ら
れ
た

の
は
、
面
白

い
試
み

だ

っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

本
部

の
方
針
に
よ

っ
て
青
年
部
活
動
が

変
化
し
、
本
年
度
で
幹
事
交
代
が
行
わ
れ
ま

す
。
あ
わ
た
だ
し
く
な
り
そ
う
で
す
が
、
七

年
度
に
で
き
な
か

っ
た
家
元
見
学

の
予
約

が
取
れ
ま
し
た
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
同

門
会
札
幌
支
部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

衣
ヽ
い
。
こ
鸞
室
・簿

支
部
だ
よ
り
の
６
号
と
な
り
ま
し
た
。

今
和
七
年
度
は
、
春
の
茶
会
に
始
ま
り
初

釜
ま
で
、
滞
り
な
く
開
催
で
き
ど
ハ
月
に
は

お
家
元
に
よ
る
献
茶
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
一】
れ
も
会
員
の
曽
様
の
ご
協
力
が
あ

っ

て
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
引
き
続
き
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



(社)表千家同門会札幌支部

今 不口八 年 度 一丁
タ

ー 事 予 定 表
種  目 期  日 場  所 当   番 申込期間

春 の 茶 会 4月 26日 (日 )
ANAクラウンプラザ
ホテル札幌

(中央区北3西 |)

和 室
幹事

小 村  薫  OII西社中) 3月 18日より
4月 15日

立礼
幹

尋 謀  裕 香 (井村社中)

ライラックまつり
協  賛  釜

5月 23日 (土 )
大通公園

幹事補佐

菅原 明美
5月 24日 (日 ) 青年部

お祭り協賛釜 6月 14日 (日 )
北海道神宮
(中央区宮ケ丘474)

幹事補佐

川村 泰弘 (カロ藤社中)

夏 の 茶 会 7月 26日 (日 )
ANAクラウンプラザ
ホテル札幌

(中央区北3西 |)

和室

名誉幹事有志
鎌田 道子
鎌田 尚子
井村 明美 6月 17日 より

7月 15日

立礼

幹事補佐

上 野 俊 弘

幹事補佐

高知 恭輔

(高知社中)

文  団  協
フェスティバル

8月 7日～9日
のうち、十日

創世スクエア

市民交流プラザ

(中央区ユヒ1西 |)

幹事補佐

鬼塚 美ホロ(井村社中)
7月 16日より

7月 3+日

秋 の 茶 会 (7月 27日 (日 )
ANAクラウンプラザ
ホテル札幌

(中央区北3西 |)

和室
名

轟轟扉  篤 子 8月 19日より
C7月 16日立礼幹岳本靖子 oll原社中)

教授者講習会 10月 13日 (火)
京エプラザホテル

札幌
(中央区北5西 7)

名誉幹事

古河原 百合子

資格者講習会 |1月 14日 (上) 京エプラザホテル
札幌

(中央区北5西 7)

副支部長

高知 純子
往復ハガキにて

通矢口予定支 部 総 会
一般講 習会

|1月 15日 (日 )

初 釜
今和9年
十月24日 (日 )

ANAクラウンプラザ
ホテル札幌

(中央区北3西 |)

濃茶 旧渡部宗峯社中
H月 25日より

谷不口9年

十月16日

幹事

松崎薄茶 尚美 (高大田社中)

幹事補佐
点趙 丹 羽 しの wSミ

(西崎社中)
0今 和八年度全国大会 「福井大会」  開催日程 :今琴口8年 10月 30日・ 31日
0鍵 寿表彰は申し出制です。ご希望される方はご本人が直接本部にお申し込みください。
※今和7年度の該当年 昭奉口26年のお生まれで、同門会に継続して20年以上在籍 (平成 19年以
前に大会)の 方は、京都にて執り行われる「亮寿お祝いの会」で表彰をうけることができます。当
日参カロがかなわない方は、支部総会で表彰されます。昭和25年以前のお生まれで、同門会に継
続して20年以上在籍 (平成 17年以前に大会)の方は支部総会の席上で亮寿の表彰を行います。
申請書は秋頃、送付される予定です。
※申込期FR 今和 8年 +2月 末日まで
0事 務所へのお問い合わせは、毎週水曜日午前 9時 30分より午後 3時までお受けいたします。
TEL・ FAX OII-210-0440   ※郵イ兎振替口座番号は、 02700-8-23248
〒060-0062 札幌市中央区南2条西 12丁 目323番地 太宝ビル



申込方法について

今和 8年度も、はがき又はFAXでの申し込みにさせていただきます。

捲妥事項を記入の上、専用のハガキの場合は切手を貼り期日まで札幌支部まで

お申し込みください。 (官製はがきでも受付可能です。)FAXの場合は下記申込
書に記入して FAX OII… 210-0440へ送信ください。

なお、茶会については席入りの時間を決めさせていただきますので、下記の時間

より希望時間を第2希望まで記入をお願いいたします。

後日、時間指定の茶券と振込用紙をお送りいたします。

【選択いただく席入り時間】

① 9日寺  ② iO日寺  ③ I 十 日寺

個)12日寺  ⑤ 13日寺  ⑥ 14日寺

希望に添えない場合がありますことをご了承ください。

記入例 FAXの方はこちらに言己人の上、送信ください。

申 込 書

会員番号

氏  名 有 無

住

〒

〃Ⅸ送付先となります)

電話番号

月  日開催

行事名

枚 数 枚

席入り希望時間

第 1希望

第2希望

① 9時
② 10時
③ 同時

日寺

日寺

④ 12時
⑤ 13時
④ 14B寺

申 込 書

氏 名 同門 花子
需
・無
類
○

12-8765

住  所
T060-0062

札幌市中央区南2条 西12丁 目323番地

電話番号 (011)210-0000
4 月 26日 開催

行事名 春の茶公

枚数 2枚
席入り希望時間

第 1希望  11 時
第2希望  10 時

① 7時
② 10時
③ 同時

④ 12時
⑤ 13時
⑥ 14時


